
内　容
当センターに植栽されている「はれひめ」（写真

１）、「津之望」（写真２）、「不知火」について、果
実を成熟期に収穫し、下表に示した項目を調査した。
収穫期は、「はれひめ」、「津之望」ともに12月中

下旬で、年内収穫が十分可能であった。果実の大き
さは両品種ともに230g程度で「不知火」より小さか
った。果形は両品種ともに扁球

へんきゅう

で、果皮は収穫期に
はほぼ完全に着色していた。また「はれひめ」の果
皮はやや厚いが、軟らかく剥

む

きやすかった。果汁糖
度は、「はれひめ」はやや低いが、「津之望」は高か
った。果汁酸含量ついては、両品種とも酸抜けが良
く低かった。「はれひめ」は糖度がやや低いが、じ
ょうのう膜が薄く、さわやかな食味で食べやすかっ
た。「津之望」は酸抜けが良く、また糖度が高かっ

たため、食味は濃厚であった。
これらの品種については、直売での年内販売によ

る有利販売用が可能で、改植や高接ぎ更新による導
入が見込まれる。

普及上の注意事項
「はれひめ」は生理落果が多いので、花に光が当
たるように枝梢

ししょう

管理を行い、着果を安定させるとと
もに、糖度を上げるために、樹体に水分ストレスを
かけ、品質向上を図ることが必要である。また、
「津之望」は着果過多による樹勢低下が発生するこ
とがあるので、適切な着果管理を行う必要がある。
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表　果実品質調査（淡路農技、2010年度）

写真１ 「はれひめ」 写真２ 「津之望」


